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みんなでチェック！
～住宅火災予防で安心安全な毎日を～

今年は、阪神淡路大震災から28年目であり、東日本大震災から12年目を迎えます。特に、阪神淡路大震
災では、地震動の大きかった地域を中心に地震直後から火災が同時発生し、さらに、１時間を経過しても断
続的に発生しています。地震直後に発生した火災の中で原因が判明しているものは、「電気機に関する火災」
が最も多く、次いで「ガス・油等燃料関係による火災」でした。「電気火災」の多くは、「送電回復に伴う火災の
初期消火がされなかったこと」との指摘があり、避難時の電気ブレーカーの遮断の必要性等が指摘され、こ
れにより「電気火災」が注目されることになりました。

今月は、火災予防への一層の意識を図るため、
会津坂下消防署柳津出張所と松野さんご家族

（砂子原）にご協力をいただき、「住宅防火診断」
を実施しました。皆さんも、ぜひご自宅と照ら
し合わせてご覧ください！

１日あたり100件、14分に１件
これは、火災が発生している頻度を表しています。総務省消防庁の

発表では、全国の令和４年１月から９月までの総出火数は27,432件
でした。昨年同期間中の26,969件より１.７％増加しています。

火災種別では、建物火災が14,781件、林野火災が1,056件、車両
火災が2,486件、船舶火災が66件、航空火災が２件、その他火災が
9,041件となり、１・２・３月に出火が多いことがわかりました。

住宅火災による犠牲者の約７割が高齢者
建物火災のうち、住宅火災の犠牲となった方（放火自殺者を除く）の多

くは65歳以上の高齢者です。原因として一番多かったのは「逃げ遅れ」で
す。次いで「着衣着火」「出火後再侵入」「その他」の順に多くなっています。

出火原因を占めるのは日常に必要なこと
総出火数を原因別で見ると、「たき火」「たばこ」「こんろ」「放火」「火入れ」

の順となりました。また、建物火災における出火原因では、「こんろ」「たば
こ」「電気機器」「配線器具」「ストーブ」の順になり、わたし達が日常生活を行
ううえで欠かせないものの多くが関わっているということがわかります。

参照：令和４年（１月～９月）における火災の概要（概数）
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冷蔵庫など長期間電源
コンセントを挿したま
まのところにほこりが
溜まると、火災の原因
にもなります。気を付
けましょう！

まずは、台所を
チェックします。
コンロの周りが
きれいに整頓さ
れていますね！

ダルマストーブ
はストーブ自体
が熱くなるので、
もっと柱から離
せば安心ですね。

惜しい！これ
は「置く場所」
が△です。

○じゃない
の？

経年劣化で火災を感
知しなくなることが
あります。設置年月
や製造年を確認し、
10年を目安に交換
しましょう！

どうして？

冬の時期は、ストーブ
の近くで服や手袋など
を乾かすご家庭もある
と思います。引火の恐
れもありますので、十
分注意が必要です！

寝室にも設置してあり
ます。設置から10年
経ったのでこの間新し
くしました。

続いてストーブをチェ
ックします。周りや上
で洗濯物などを乾かし
ていませんね！

同じくお店の方のスト
ーブをチェックしま
す。一見問題がなさそ
うですが…

次は、もしもの時に
非常に大切な住宅用
火災警報器をチェッ
クします。

お
家
の
中
を
✓
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！
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最後に電源プラ
グをチェックし
ます。

すっきりまとめられ
ているので安心です
ね！たこ足配線にな
らないように気を付
けましょう！

以上で住宅防火診断は終
わりです。これからも防
火に努めてください！

灰皿には水を入れておく。
たばこの吸い殻は溜めずにこま
めに捨てる。

寝たばこは絶対にしない。

ストーブはカーテンや家具に近
づけない。洗濯物をストーブの
上に干さない。
石油ストーブは確実に火が消え
てから給油する。ストーブを点
けたまま寝ない。

たこ足配線はしない。
コードの上に物を置かない。

コンロの周りはいつも整理整頓
する。コンロのそばを離れる時
は、必ず火を消す。

消火器はいつも取り易い場所に
置いている。

灯明に使用するローソクは安定
しているものを使用する。

家の周りに燃えやすいものを置
かない。

町や地区で実施される防災訓練
に参加している。

皆さんのご家庭
ではいくつあて
はまりますか？
チェックしてみ
てください！

令和5年春季全国火災予
防運動が実施されます
（令和5年3月1日（水）～
7日（火）まで）

この運動は、火災が発生しやすい時季を
迎えるに当たり、火災予防意識の一層の普
及を図ることで、大切な命や財産を守るた
め、毎年実施しています。

住宅防火　いのちを守る
３つの習慣・４つの対策

～ ３つの習慣 ～
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れる時

は、必ず火を消す。

～ ４つの対策 ～
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火

災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐため

に、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守

るために、隣近所の協力体制をつ
くる。
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奥会津の冬の祭典 “会津やないづ冬まつり”

YANAIZU
N E W S

L E T T E R
柳津町の出来事（１月中旬～２月初旬）

01

２
月
４
日（
土
）、
道
の
駅
会
津

柳
津
を
会
場
に
、「
第
４３
回
会
津

や
な
い
づ
冬
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
開
催
は
実
に
３
年

振
り
で
す
。
今
回
の
冬
ま
つ
り

は
、「
子
ど
も
達
に
柳
津
町
の
冬

の
暮
ら
し
を
伝
え
る
」こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
会
場
を
訪

れ
た
子
ど
も
達
に
は
、
一
年
の
豊

作
や
家
内
安
全
を
願
う
伝
統
行
事

の「
だ
ん
ご
さ
し
」や「
鳥
追
い
・

提
灯
行
列
」に
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

以
前
よ
り
も
規
模
を
縮
小
し
、

１
日
だ
け
の
日
程
と
な
り
ま
し
た

が
、
模
擬
店
や
抽
選
会
等
も
あ

り
、
会
場
は
終
始
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
他
の
当

日
の
様
子
と
、
各
作
品
展
の
受
賞

者
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問 

地
域
振
興
課
観
光
商
工
係

　

 

℡
４
２
－
２
１
１
４

「だんごさし」のお話

会津やないづ冬まつりでも行われた「だんごさし」。皆さ
んのご家庭では飾りましたか？水木の新芽の枝に、色とり
どりの団子を刺したり、縁起の良い小判や亀・恵比須様な
どをかたどった「ふなせんべい」を飾り、五穀豊穣や家内安
全・商売繁盛などを祈ります。昔から続く伝統行事は数多
くあり、それは先人達が日々を豊かで平和に暮らせるよう
大切にしてきたことでもあると思います。様々な世代の方々
に興味・関心を持っていただき、これからも受け継いでい
きたいですね。

歳の神

鳥追い・提灯行列
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書初展の部（小学校）

学
年

金賞 銀賞 銅賞
学校名 氏　名 学校名 氏　名 学校名 氏　名

１ 柳津小学校 田﨑　 衣織
柳津小学校 五十嵐 千夏 柳津小学校 新井田 彩奈

柳津小学校 佐久間 結愛
柳津小学校 黒澤　 陽向 西山小学校 山内　 真唯

２ 柳津小学校 荒木　 結衣
柳津小学校 伊藤　 六花 柳津小学校 東　　 光翔

柳津小学校 猪俣　 花帆
柳津小学校 小池　 美蒼 柳津小学校 鈴木　 青來

３ 柳津小学校 二瓶　 昴河
柳津小学校 齋藤　 穂菜 柳津小学校 小池　 杏奈

柳津小学校 齋藤　 るあ
柳津小学校 樋　　 蒼人 西山小学校 松野　 颯人

４ 柳津小学校 鈴木　 悠夢
西山小学校 小林　 結愛 柳津小学校 遠藤　 光基

柳津小学校 芳賀 咲結実
西山小学校 大井　 優心 柳津小学校 長谷川 泰我

５ 柳津小学校 齋藤 いろは
柳津小学校 田﨑　 正羅 柳津小学校 長谷川 凛音

柳津小学校 牧野　 兼伸
柳津小学校 渡部　 栞帆 西山小学校 菊地　 隼翔

６ 柳津小学校 齋藤 ひなた
柳津小学校 白井　 亮太 柳津小学校 齋藤　 千愛

柳津小学校 長谷川 そら
柳津小学校 田﨑　 颯華 西山小学校 鈴木　 夢乃

書初展の部（中学校）

学
年

金賞 銀賞 銅賞
学校名 氏　名 学校名 氏　名 学校名 氏　名

１ 会津柳津学園中学校 五十嵐 愛佳 会津柳津学園中学校 小林　　巧
会津柳津学園中学校 菊地　 恵華
会津柳津学園中学校 栗城　 友彩

２ 会津柳津学園中学校 猪俣　 真帆 会津柳津学園中学校 渡部　愛琳
会津柳津学園中学校 齋藤 絵里子
会津柳津学園中学校 鈴木　 詩乃

３ 会津柳津学園中学校 長谷川 歩楓 会津柳津学園中学校 白井　広弥
会津柳津学園中学校 伊藤　 快飛
会津柳津学園中学校 伊藤　 胡桃

老人作品展の部
賞 作品名 受賞者のお名前

柳 津 町 長 賞 手 さ げ カ ゴ 佐　藤　幸　義
柳 津 町 議 会 議 長 賞 そ ば 盛 ざ る 金　子　則　夫
柳 津 観 光 協 会 長 賞 赤 べ こ 岩　佐　節　子
柳 津 町 商 工 会 長 賞 シ ョ ー ル 清　水　利　子
福 島 民 報 社 賞 布 ぞ う り 爲　田　和　子
福 島 民 友 新 聞 社 賞 ミ ニ 毛 糸 下 敷 き 齋　藤　ミヨ子
日本赤十字社福島県支部長賞 す い の う 大 佐　藤　シゲ子
福島県老人クラブ連合会長賞 小 物 入 れ 五十嵐　ナツヨ
柳津町社会福祉協議会長賞 毛 糸 ぼ う し 永　島　タキ子
柳津町老人クラブ連合会長賞 め ざ る 小 星　　　孝　男
ア イ デ ア 賞 真空管ストラップ 関　根　勇　二
ア イ デ ア 賞 花 瓶 佐　藤　百合子
最 高 齢 者 賞　（ 男 ） め ざ る 小 星　　　孝　男
最 高 齢 者 賞　（ 女 ） 枕 カ バ ー 目　黒　タイ子
最 高 齢 者 賞　（ 女 ） 小 物 入 れ 五十嵐　ナツヨ
特 別 賞 枕 カ バ ー 目　黒　タイ子
特 別 賞 か ぶ り 手 ぬ ぐ い 佐々木　芳　子
入 　 賞 くるみストラップ 鈴　木　タミ子
入 　 賞 マ ス ク ケ ー ス 五十嵐　セイ子
入 　 賞 た わ し 平　山　睦　子
入 　 賞 くるみストラップ 田　﨑　正　義

俳句展の部
賞 俳　号 受賞者のお名前

柳 津 町 長 賞 明　水 長谷川　明　水
柳 津 町 議 会 議 長 賞 一　歩 佐　藤　一　大
柳 津 町 教 育 長 賞 桃　女 野　澤　和　子
柳 津 町 中 央 公 民 館 長 賞 美　作 山　名　定　喜
柳 津 町 文 化 協 会 長 賞 貴　子 渡　部　婀貴子

写真の部
賞 作品名 作者のお名前

柳 津 町 長 賞 尾 瀬 点 景 鈴　木　金　嗣
柳 津 町 議 会 議 長 賞 ツ ム ジ ク ラ 滝 佐　藤　長　八
柳 津 町 教 育 長 賞 花 と 昆 虫 長谷川　譲　治

賑わう模擬店だんごさし棚田の灯（小巻地区）ナイト足湯 書初展老人作品展
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2ヶ年の軌跡を振り返る “会津やないづ丑寅まつり”

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

霊寶殿企画展奉納のぼり旗と
サービスパスポート

古今東西やないづ
カードコレクション

ライトアップ
によるもてなし

02

１
月
１５
日（
日
）に
行
わ
れ
た

柳
澤
秀
夫
氏
に
よ
る
講
演
会
の

後
、
実
行
委
員
長
の
小
林
町
長
が

閉
会
宣
言
を
行
い
、
令
和
３
年
か

ら
２
ヶ
年
続
い
た「
丑
寅
ま
つ
り
」

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

１２
年
に
一
度
の
丑
寅
ま
つ
り

は
、
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
時
期
に
開
幕
と
な
り
ま
し

た
。
日
常
生
活
は
一
変
し
、
ど
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
で
も
入
場
制
限

や
開
催
自
体
の
中
止
が
余
儀
な

く
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
中
、
延
期

こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
、
安
全
面
に

最
大
限
の
配
慮
を
し
、
予
定
し
て

い
た
事
業
を
全
て
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
丑
寅
ま
つ
り
に
携

わ
っ
た
全
て
の
方
々
や
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

丑
寅
ま
つ
り
開
催
期
間
中
の

軌
跡
を
、
写
真
と
共
に
振
り
返
り

ま
す
。

関
係
者
・
来
賓
者
・
丑
年
生
ま

れ
の
鈴
木
遼
く
ん
と
寅
年
生
ま
れ

の
金
子
星
護
く
ん
が
参
加
し
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
２
ヶ
年
続

く
丑
寅
ま
つ
り
が
開
幕
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
約
２０
分
に
渡
り
記

念
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
柳

津
町
の
冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
し

た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
た
霊
寶
殿
で
は
、
２
つ
の
企

画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
は
、
毎
月
１３
日
の
縁
日

に
特
別
開
館
さ
れ
、
令
和
３
年
に

は
、「
大
須
賀
清
光
か
ら
学
ぶ
私
の

屏
風
絵
」が
、
令
和
４
年
に
は「
振
り

返
る
明
治
期
の
柳
津
～『
柳
津
霊
境

仏
様
と
信
仰
す
る
人
を
結
ぶ
一

つ
の
証
と
さ
れ
る「
の
ぼ
り
旗
」の

奉
納
や
、
丑
年
や
寅
年
生
ま
れ
、

お
名
前
に「
う
し
」や「
と
ら
」が
付

く
な
ど
、
丑
寅
に
縁
の
あ
る
方
に

特
典
付
き
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行

し
ま
し
た
。

柳
津
町
に
は
、
素
晴
ら
し
い
景

色
や
美
味
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
景
色
や
食
べ

物
を
２
枚
以
上
写
真
に
撮
る
と
、

「
丑
寅
ま
つ
り
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

ー
ド
」を
差
し
上
げ
る
企
画
で
す
。

カ
ー
ド
の
種
類
は
、「
グ
ル
メ
」

「
祈
り
」「
風
景
」「
赤
べ
こ
」の
4
種

２
ヶ
年
継
続
し
、
竹
灯
篭
と
併

せ
て
季
節
ご
と
に
、瑞
光
寺
公
園
・

会
津
柳
津
駅
・
役
場
前
な
ど
、
様
々

な
場
所
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。

い
つ
も
と
異
な
る
幻
想
的
な
柳

津
町
の
夜
の
風
景
に
、
多
く
の
人

が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

2021年（令和３年）

誌
』か
ら
見
た
よ
み
が
え
る
１
０
０

年
前
の
世
界
～
」が
開
催
さ
れ
、
会

期
中
に
は
あ
わ
せ
て
約
７
，
０
０
０

名
が
来
館
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
館
者
に
は
、
明
治
時

代
に
参
拝
に
訪
れ
た
方
々
が
記
念

に
買
い
も
と
め
て
い
た「
圓
藏
寺
明

治
期
古
地
図
」が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

類
で
写
真
を
撮
る
こ
と
で
、
柳
津

町
の
様
々
な
も
の
・
こ
と
・
場
所

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
当
地
カ
ー
ド
が
人
気
を
博
す

る
中
、
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方

ま
で
楽
し
め
る
企
画
と
な
り
ま
し

た
。

33事業所
が加盟！
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９
月
１０
日（
土
）に
は
、
道
の
駅

会
津
柳
津
に
４
０
０
イ
ン
チ
の
巨

大
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、
丑

寅
記
念
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
柳
津
グ
ル
メ
や
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
が
多
数
出
店
し
、
賑

や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

能楽と
ジャズライブ

全国
芸術コンクール

ナイトシアター
（映画の上映）

ジャーナリスト
柳沢秀夫氏講演会

丑
寅
記
念
イ
ベ
ン
ト
の「
丑
寅
×

能
楽
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」は
、
７
月
３０
日

（
土
）に
圓
藏
寺
会
館
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、
満
員
と
な
っ
た
会

場
で
は
、
菅
井
カ
ル
テ
ッ
ト（
郡
山

市
）に
よ
る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
と
、
金

剛
流
能
楽
師
に
よ
る
能
楽
が
演
奏
・

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

丑
寅
に
関
す
る
芸
術
作
品
を
絵

画
・
版
画
・
写
真
・
俳
句
・
赤
べ

こ
デ
ザ
イ
ン
の
５
部
門
で
１
年
毎

に
全
国
か
ら
募
集
し
、
令
和
３
年

実
施
分
に
は
全
１
３
８
作
品
、
令

和
４
年
実
施
分
に
は
全
８２
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
２
月
４
日（
土
）か
ら

令
和
５
年
１
月
１５
日（
日
）に
最
後

の
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
柳

澤
氏
の
貴
重
な
お
話
の
数
々
に
、
満

員
の
会
場
は
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
後
は
、
実
行
委
員
長
の
小

林
町
長
が
閉
幕
を
宣
言
し
、
２
ヶ
年

に
わ
た
る
丑
寅
ま
つ
り
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

2022年（令和４年）

１０
日（
金
）ま
で
、
つ
き
み
が
丘
町

民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
展
示
会
が

開
催
さ
れ
、
期
間
中
に
は
多
く
の

方
が
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

丑
寅
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

竹灯篭による
もてなし

令
和
３
年
は
、
大
型
の
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る「
東
北
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」・

夜
に
斎
藤
清
美
術
館
を
鑑
賞
す
る

「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
連
携

し
、
道
の
駅
会
津
柳
津
の
芝
生
広

場
が
、
令
和
４
年
は
魚
渕
や
き
よ

ひ
め
公
園
が
竹
灯
篭
の
優
し
い
灯

り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初

詣
や
七
日
堂
裸
詣
り
時
に
も
圓
藏

寺
参
道
な
ど
で
訪
れ
た
人
々
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

竹
灯
篭
は
、
竹
と
う
ろ
う
の
会

（
福
島
市
）の
ご
協
力
の
も
と
、
柳

津
小
学
校
５
年
生
や
町
民
の
皆
さ

ん
に
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「子ども見守り隊」は、歩道や横断歩道を正しく安全に歩くようにするなど、子ども達を交通事故から守り、
安全に安心して通学できるよう見守る活動を行っています。

未来を担う子ども達の安全のため、皆さまのご協力をお願いいたします。

問　柳津町教育委員会（教育課学校教育係）　℡４２－２１１５

子ども見守り隊を募集します01

活 動 区 域
（ 徒 歩 通 学 ）

⑴柳津小学校…安久津、一王町、諏訪町、寺家町、門前町、岩坂町、大平町、柳ケ丘、
檀ノ浦、桐ケ丘、出倉、野老沢、小巻

⑵西山小学校…砂子原

活 動 時 間 登・下校時
（※活動は無理なくご都合の付く日時で、どちらかのみでも構いません）

申 込 み 教育委員会へお申し込みください。

そ の 他 ⑴活動内容、時間帯などの詳細については、申込みされた方にお知らせします。
⑵ボランティアでの活動となります。賃金等は発生しませんのでご了承ください。

「企画・発想力トレーニング合宿 in 柳津町」

寺家町で２回目の歴まち計画地区座談会を実施しました

04

03

２
月
３
日（
金
）～
５
日（
日
）の

３
日
間
、「
合
同
会
社
別
視
点（
東

京
都
）」の
松
澤
社
長
を
講
師
に
招

き
、
仕
事
を
し
て
い
る
方
向
け
の

技
術
力
を
高
め
る
合
宿
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア

ー
は
、
昨
年
１０
月
に
就
任
し
た
事

業
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
川
伸

行
氏
と
協
同
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
主
に
観
光
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
き
た
柳
津
町
で
は
新
し
い

試
み
で
す
。

東
京
都
を
中
心
に
、
首
都
圏
か

ら
会
社
経
営
者
・
ラ
イ
タ
ー
・
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
写
真
家
な
ど
、

１
月
２５
日（
水
）、
花
ホ
テ
ル

滝
の
や
を
会
場
に
、
寺
家
町
区

長
・
５
名
の
地
区
の
方
々
か
ら
、

第
１
回
目
の
内
容
を
受
け
な
が

ら
、
地
区
の
歴
史
文
化
や
具
体

的
な
事
業
案
・
ご
意
見
・
ア
イ

デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
町
内
の
日
常

的
な
風
景
や
行
事
な
ど
に
つ
い

て
撮
影
し
た
写
真
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
撮
影
さ
れ
た
場
所
や

人
物
、
行
事
な
ど
に
つ
い
て
参

加
者
同
士
で
意
見
や
思
い
出
話

が
飛
び
交
い
、
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

様
々
な
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
３
日
間
で
独
自
の
視
点

で
魅
力
を
発
見
す
る
力
や
発
信
す

る
力
を
学
び
、
現
地
を
実
際
に
歩

き
発
見
し
た
町
の
魅
力
を
、
町
民

の
方
を
招
き
発
表
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
と
て
も
楽
し
い

３
日
間
だ
っ
た
。
柳
津
町
に
は
た

く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
。
必
ず
ま

た
来
た
い
。」と
い
う
声
が
あ
が
り
、

大
変
好
評
で
し
た
。

（
本
ツ
ア
ー
は
、
一
般
財
団
法
人
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受

け
、
関
係
人
口
創
出
を
目
的
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。）

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
常
的

な
風
景
や
思
い
出
も
、
柳
津
町

に
と
っ
て
貴
重
な
歴
史
や
文
化

と
な
り
ま
す
。
今
後
、
関
係
す

る
他
の
地
区
で
も
座
談
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
古
い
写
真

や
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
地
域

の
お
話
な
ど
、
ご
意
見
や
ア
イ

デ
ア
・
情
報
な
ど
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

問 

み
ら
い
創
生
課
み
ら
い
創
生
係

　

 

℡
４
２
‐
２
４
４
７

除雪作業体験

調査終了のお知らせ 映像部門で特選！02 03
1月中に、令和５年度に実施する「令和５年住宅・

土地統計調査」の事前調査として、町統計調査員が
町内の一部地区で踏査により地図を作成しました。
調査へのご理解・ご協力をいただきありがとうござ
いました。

令和５年度は、今回の事前調査の結果を用いて本
調査が実施される予定です。

今後とも、各種統計調査にご理解・ご協力をお願
いします。

問　みらい創生課みらい創生係
　　℡４２－２４４７

第68回福島県市町村広報コンクールにおいて、
地域振興課観光商工係が作成した映像作品「LIKE  
ART.  YANAIZU  アートのようなまち、柳津町」
が特選に選ばれ、全国広報コンクールに推薦され
ることになりました。平成31年の「RED  &  WHITE  
Akabeko  Home  Town YANAIZU」以来２回目
の特選です。

下の二次元コードから、ぜひご覧ください！（※
インターネット環境が必要です）

問　地域振興課観光商工係　℡４２－２１１４



ほけんだより　～あなたは良く眠れていますか？～
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良い睡眠をとる事は、「からだ」や「こころ」の健康を保つ上で、とても大切です。しかし、日本人は、「睡眠で
休養がとれていない」「何らかの不眠がある」人が５人に１人いると言われています。柳津町で、令和４年10月
に実施した“健康づくりアンケート”の中で、『あなたは、睡眠が充分とれていると思いますか』の問いに、「どち
らとも言えない」「とれていない」と答えた方が43％いました。 【気づき】▶▶▶大切な人が悩みを抱えていることに気づいたら、声をかけてみてください。

【傾　聴】▶▶▶その人が悩みを話してくれたら、話をそらしたり、「そんなことで」と否定したり、
安易に励ましたりせずじっくりと話を聴いてください。

【つなぎ】▶▶▶はやめに専門家に相談するよう勧めてください。
【見守り】▶▶▶「何かあったらまた話して」と寄り添い、温かく見守ってあげてください。

相談窓口

こころが苦しいと感じた時、誰かに話を聞いてもらうだけでも気持ちが軽くな
ります。もし、あなたが悩みを抱えていたら、一人で抱え込まずに、ぜひ相談し
てください。相談することで、悩みの問題が整理されたり、悩みの解決の糸口が
見つかるかもしれません。

≪入眠障害≫
なかなか寝付けず、寝付くのに２時間
以上かかる。不安や緊張が強い時にお
こりやすい。

≪中途覚醒≫
一旦寝付いても夜中に何度も目が覚め
る。中高年・高齢者に比較的多く見ら
れます。

生活リズムを整えよう
「起きる時間」「寝る時間」「食事の時間」が毎日な
るべく同じ時間になるよう規則正しい生活を心
がけましょう。また、朝食を取ることは、体温
の調節や自律神経を整える効果もあります。

栄養バランスの良い食事を取る
１日３回の食事で『野菜・果物・乳製品・
肉・魚・卵・大豆製品』をバランスよく食
べることが大切です。砂糖の多い食べ物を
取り過ぎて、血糖の変動が大きくなると自
律神経を乱すので、間食の取り方に気を付
けましょう。

ぬるめのお風呂に入る
38℃～40℃のぬるめのお湯に20分程浸か
ることで、リラックスでき自律神経を整え
てくれます。

飲酒は寝る３時間前までに
アルコールはリラックス効果や入眠を助け
る効果がありますが、体内で分解される時
に、覚醒作用が働き夜中に目が覚めやすく
なり、睡眠の質が悪くなります。

リラックスタイムをつくりましょう
忙しくても、夜には『好きな音楽を聴く』『温
かい飲み物を飲む』などリラックスタイム
を設けましょう。また、休日だからとハー
ドなスケジュールにすると疲労が抜けず、
蓄積してしまいます。自分なりのリラック
ス法で休日を過ごしましょう。

スマホの操作は寝る1時間前までに
スマホやタブレットから出るブルーライト
は、脳を覚醒させ、入眠や深い睡眠の妨げ
になり、疲れが取れなかったり、何回も起
きてしまいます。

≪熟眠障害≫
睡眠時間は十分なのに、ぐっすり眠った
感じが得られない。睡眠時無呼吸症候群
などの病気が原因になることがあります。

≪早朝覚醒≫
起きるべき時間よりも２時間以上早く目が覚め
てしまう。早い時間に寝てしまう高齢者やうつ
病の症状としても見られることがあります。

『こころ』や『からだ』の不調を感じたら、早めに対処し自律神経のバランスを整えよう！

健康相談
（電話・面接）

柳津町役場町民課保健衛生係 ℡０２４１－４２－２１１８
月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
9：00～17：00会津保健福祉事務所　 ℡０２４２－２９－５２７５

精神保健福祉センター ℡０２４－５３５－３５５６

電話相談 こころの健康相談ダイヤル ℡０５７０－０６４－５５６ 月曜日～金曜日
9：00～17：00、18：30～22：30

不眠症の
タイプ

集中できない

体がだるい

めまいがする

頭痛・肩コ
リ

焦りや不
安を

感じやす
い

便秘や下痢がひどくなった

３月は自殺対策強化月間です

家族や友人
など

周りの人が
できること

気持
ちの

落ち
込み

イライ
ラ

してい
る
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Q　先日父が亡くなりました。実家の土地建物は父の名義です。不動産の相続登記はいつまでに
すればよいですか？また、相続登記をしないでおくと、どのようなデメリットがありますか？03

Ａ　現行法上（令和３年現在）、不動産の相続登記は義務ではなく、申請期限もありません。
しかし、亡くなった方の名義のままでは建て替えも売却もできないので、いつかは必ず相続登記をしなけ
ればなりません。亡くなった直後であれば問題なくできていたはずの遺産分割協議が、時間が経って相続
人同士の関係性や経済状況が変わると円滑に進まなくなることがあります。
また、長期間相続手続きをしないでいるうちに相続人が更に亡くなってしまい相続人が増えた結果、遺産
分割協議が困難になったり相続登記にかかる費用が増大するケースもあります。
また、法改正により令和６年４月１日からは相続登記が義務化されます。正当な理由なく不動産の相続を
知ってから３年以内に相続登記をしないと過料が課される可能性もあります。
不動産の所有者が亡くなったら、早めに相続人間で遺産分割協議を行い、相続登記をしましょう。

問　若松支局会津若松市追手町　℡０２４２－２７－１５０１
　　福島県司法書士会　　　　　℡０２４－５３４－７５０２

やないづ防災
行政アプリ

やないづ防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

ご寄附（１月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（１月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！

3月の納期限は3月31日（金）です【口座振替納引落日：3月27日（月）】
〜柳津町は納税完納推進の町です〜
納税により、皆さんの暮らしが成り立っ
ています。納期限内に納めましょう！
※納期限を過ぎると延滞金が加算さ

れます。
問   総務課税務係   ℡４２－２１１３

住宅使用料 ３月分 建設課建設係
℡４２－２１１７

水道・公共下水道使用料 12・１月分 建設課上下水道係
℡４２－２１１７

農集・林集・簡易排水使用料 ３月分 建設課上下水道係
℡４２－２１１７

■柳津町へ

ふるさと納税（合計：159,000円）

加　藤　慎　也　（神奈川県横浜市）　他18件

■会津柳津学園中学校へ
ご遺志

星　　　俊　通 （出　倉） 故人のご遺志による

■社会福祉協議会へ
ご遺志

二　瓶　弘　幸 （岩坂町） 故人のご遺志による

星　　　俊　通 （出　倉） 故人のご遺志による

田　崎　賀　平 （細　越） 故人のご遺志による

渡　部　賢　一 （八坂野） 故人のご遺志による

新井田　ふみえ （麻　生） 故人のご遺志による

伊　藤　義　幸 （砂子原） 故人のご遺志による

■ご結婚

二瓶　涼太（冑中） ♥ （旧姓：新井田）円香（小巻）

長橋　幸宏（西会津町） ♥ （旧姓：佐藤）美咲（柳ヶ丘）

■ご逝去
二　瓶　ユキ子 89 （岩坂町）

金　子　平三郎 91 （大平町）

田　崎　ヨシ子 97 （野老沢）

渡　部　セツ子 99 （野老沢）

新井田　政　一 74 （麻　生）

岩　渕　梶　衛 93 （長　窪）

伊　藤　德　義 89 （砂子原）

無料で講師を派遣します！
「出前講座」のご案内

「多重債務・貸金業に関する相談窓口」
のご案内01 02

財務省東北財務局福島財務事務所では、地域のコ
ミュニティ活動や各種団体の会合などにお伺いし、

■こづかい帳をつけよう（小学生向）
■日本の財政考えよう（一般向け）
■お金の知識について～キャッシュレス時代～
　（高齢者向け） 
■家計管理と資金計画（子育て世代向け） 
■金融犯罪（なりすまし詐欺等）被害防止
　（高齢者向け）

など、様々なテーマで出前講座を行っています。
参加人数不問で費用は一切かかりません。オン

ライン講座についても対応できますので、お気軽
に問い合わせください。

問　財務省東北財務局福島財務事務所　総務課
　　℡０２４－５３５－０３０１

財務省東北財務局福島財務事務所では次のような
相談を受け付けています。秘密厳守、相談無料です。
一人で悩まずお気軽にご相談ください。

・返済しきれない借金に関すること
・貸金業者やいわゆる「ヤミ金融」業者に関する情報
・不正に利用されている預貯金口座に関すること

問　財務省東北財務局福島財務事務所　理財課
　　（多重債務者相談窓口専用）
　　℡０２４－５３３－００６４

相談窓口 福島市松木町13－２
財務省東北財務局福島財務事務所
理財課

受付時間 月曜日～金曜日
（祝日、年末年始除く）
8：30～12：00、13：00～16：30



PICK ＵP 柳津人 情報プラザ

23 22

柳
津
ひ
さ
ご
吟
社  

二
月
例
会

兼
題 「
如
月
・
初
午
・
自
由
句
」

如
月
や
久
に
筆
と
る
靜
心一

　
歩

如
月
に
一
杯
の
茶
に
も
出
る
心

貴
　
子

初
午
や
天
に
と
ど
く
や
災
の
神

明
　
水

万
物
の酲

む
束
の
間
の
二
月
か
な

美
　
世

初
午
や
粗
目
で
煮
込
む
油
揚

泰
　
花 

初
午
や
亡
き
父
匂
ふ
古
袴美

　
作

初
午
や
亡
姑
ま
ね
て
小
豆
粥

由
美
子

初
午
の
赤
飯
持
ち
て
祠
め
ぐ
る

み
は
る

如
月
の
独
り
に
深
き
夜
の
寒
む

江
津
子

年
始
め
破
顔
一
笑
福
の
神桃

　
女

3月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）
日 月 火 水 木 金 土

2／26 2／27 2／28 1 2 3 4
健幸クラブ（柳津）
／ふれあい館

（10：00～）

柳津町国保診療所
（柳津町）
℡0241-42-2334

5 6  7 8 9 10 11
健幸クラブ（西山）
／ゆきげ館

（10：00～）

昭和村国保診療所
（昭和村）
℡0241-57-2255

12 13 14 15 16 17 18
卒業証書授与式
／中学校

健幸クラブ（柳津）
／ふれあい館

（10：00～）

星医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2136

19 20 21 春分の日 22 23 24 25
健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）
修了式／柳小、西
小、中学校
卒業証書授与式／
柳小、西小

すだちを祝う会
（西山保育所
9：30～、柳津保
育所 11：00～）

金山町国保診療所
（金山町）
℡0241-54-2031

あかぎ内科消化器科医院
（会津坂下町）
℡0242-83-0303

26 27 28 29 30 31 4／1
離任式／柳小、
西小、中学校

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）
℡0242-83-3125

49歳以下の町民で構成される「ミライツナガル
会議」のnote（インターネット上に文章や画像
を投稿できるサービス）が公開されました。右
の二次元コードから、ぜひご覧ください！

金
子
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
柳
津
町

へ
戻
っ
て
４０
年
。
そ
の
中
で
、
時
代
の

流
れ
と
共
に
営
ん
で
い
た
写
真
店
を
閉

店
す
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
の「
な
い
も
の
は
自
分
で
作
る
」と
い

う
発
想
の
元
、「
農
家
民
泊
」を
開
業
し

た
そ
う
で
す
。

金
子「
こ
の
年
に
な
っ
て
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
も
の
を
自
分
の
こ
と
だ
け
に

使
う
の
は
味
気
な
い
」

皆
さ
ん
が
こ
の
地
で
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
。
金
子
さ
ん
が
多
種
多
様
な
活
動
を

模
索
す
る
原
点
は
そ
こ
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

金
子「
移
住
者
の
経
験
・
感
性
・
発
想

力
は
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
能
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

町
や
地
域
に
元
気
な
姿
を
残
し
た

い
、
と
思
っ
て
い
る
半
面
、
自
分
に
も

で
き
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、「
移
住
者
」

の
力
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
金
子
さ
ん
の
周
り
に
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
は
じ
め
、
奥
会
津
の
移

住
者
が
集
ま
り
ま
す
。
町
外
で
は
、
高

齢
化
が
進
み
、
途
絶
え
て
い
た
歳
の
神

が
移
住
者
に
よ
っ
て
５０
年
振
り
に
復
活

し
た
地
域
も
あ
る
そ
う
で
す
。
様
々
な

波
及
効
果
を
生
み
出
す
移
住
者
の
中
に

自
ら
飛
び
込
み
、
町
を
良
く
し
て
い
く

た
め
に
多
く
を
学
ん
で
い
ま
す
。

金
子「
協
力
隊
が
様
々
な
理
由
で
柳
津

か
ら
離
れ
た
時
、「
い
い
と
こ
ろ
だ
っ

金子　勝之さん（砂子原）
農泊山ねこ・ティールームやまねこ

平成26年、築100年以上のご自宅
で、宿泊や農業体験などができる

「山ねこ」を開業。全国各地から多
種多様な人々を迎え、多方面から
伝統食作り体験の講師依頼が来る
など、伝統文化には欠かせない人
物です。趣味の絵手紙をまとめた
本も発行しています。

◇
編
集
後
記
◇

毎
月
考
え
る
の
で
す
が
、
わ
た
し

が
取
材
さ
れ
る
側
だ
っ
た
ら
、
果
た

し
て「
い
い
よ
」と
言
え
る
の
か
…
。

言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
、「
恥
ず
か
し
い
か
ら
！
」と
言
い

つ
つ
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
改
め
て
、
広
報
や
な
い
づ
は

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
で
き
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少
し
で
も

良
い
お
写
真
を
！
と
思
い
、
広
報
を

担
当
し
て
４
年
目
に
し
て
自
分
用
の

カ
メ
ラ
を
購
入
、
日
々
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
慣
れ
る
た
め
に
な
る
べ
く

オ
ー
ト
撮
影
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
が
求
め
る

写
り
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
・
絞
り
・
シ
ャ

ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
瞬
時
に
出
て
こ

ず
結
局
オ
ー
ト
に（
笑
）ま
だ
ま
だ
覚

え
る
こ
と
だ
ら
け
で
す
。

藤
田

今月の
PICK UP！

た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
町
に
し
て

い
き
た
い
」

金
子
さ
ん
は
、
移
住
者
に
必
要
な

の
は
、
精
神
面
の
支
え
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
町
の
人

か
ら
の「
居
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」と

い
う
一
言
が
と
て
も
大
切
で
、
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
る
こ
と
、
柳
津
か

ら
離
れ
て
も
繋
が
り
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
一
助
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
、
と

ほ
ほ
え
む
金
子
さ
ん
。

移
住
者
達
の「
お
と
う
」は
、
今
日

も
、「
四
季
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
る

『
何
か
』」を
探
し
て
い
ま
す
。

問 

農
泊
山
ね
こ
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〒
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■
人

　
口

　
3,034人（

−
6）／

男
1,503人（

−
4）、

女
1,531人（

−
2）

■
世

帯
数

　
1,247戸（

−
2）　

※
令

和
5年

2月
1日

現
在（

住
民

基
本

台
帳

）


